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平成 28 年３月期決算短信の開示遅延理由及び今後の決算短信開示に関するお知らせ 

当社は、平成 28 年３月期決算短信の発表を本日開示いたしましたが、当該開示が決算期末日から 50

日を超えることとなりましたのでお知らせいたします。 

記 

１．決算短信の開示が決算期末日から 50 日を超えた理由 

当社は、平成 28 年３月期決算の期末監査の過程におきまして、平成 28 年４月以降に計上すべきエナ

ジー事業の売上取引の一部が平成 28 年３月に計上されている可能性がある等の当社における売上計上

時期に関する会計処理について疑義が生じたため、平成 28年５月 17日から第三者調査委員会を設置

し、調査及び発生原因の究明と再発防止策の提言を委嘱するとともに、この調査に全面的に協力してま

いりました。 

その後、当社は、平成 28年 6月 24 日に第三者調査委員会より調査報告書を受領し、直ちに当社にお

いて第８期（平成 28 年３月期）の財務諸表の修正を行いましたが、その作業に多大な時間を要するこ

ととなりました。このような事情から、平成 28年３月期決算短信の開示が決算期末後 50日を超える事

態となりました。 

２．今後の決算の開示について 

当社は、今回の決算開示が遅延したことを厳粛に受け止め、平成 29年３月期以降の開示につきまし

ては、決算期末後 50 日を超えることのないよう、適切に情報開示を行うよう取り組んでまいります。 

株主や投資家の皆様をはじめ関係者の皆様には、多大なるご迷惑とご心配をおかけいたしますことを

深くお詫び申し上げます。 

以上 


